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開
催
中
の
企
画
展
「
戦
後
８
０
年
・
昭

和

100
年
報
道
写
真
を
読
む
『
１
億
人
の
昭

和
史
』
か
ら
『
毎
日
戦
中
写
真
ア
ー
カ
イ

ブ
』
へ
」
の
展
示
物
や
関
連
資
料
を
使
っ

て
「
自
由
研
究
新
聞
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

毎
日
新
聞
社
の
特
派
員
が
戦
時
中
に
撮
影

し
た
写
真
を
活
用
し
て
、
「
特
派
員
の
足

跡
」
や
「
戦
争
と
動
物
」
を
テ
ー
マ
に
自

由
研
究
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

「
な
ぜ
特
派
員
は
危
険
な
戦
場
に
行
っ
た

の
？
」
「
動
物
は
ど
う
し
て
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
た
の
？
」
な
ど
な
ど
、
参
加
者
の

質
問
に
企
画
展
を
担
当
し
た
毎
日
新
聞
記

者
が
答
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
研
究
の
種
」

を
探
し
ま
し
た
。
作
成
し
た
「
自
由
研
究

新
聞
」
を
持
ち
帰
り
、
こ
れ
か
ら
夏
休
み

を
利
用
し
て
各
自
、
研
究
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

毎
日
新
聞
特
派
員
の
写
真
で
学
ぶ

戦
中
写
真
で
自
由
研
究

ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
で
参
加

報
社
会
を
学
べ
る
施
設
に
な

り
ま
し
た
。
19
年
４
月
に
は

歴
史
と
現
代
の
両
面
か
ら
、

確
か
な
情
報
の
大
切
さ
と
新

聞
の
役
割
を
学
ぶ
展
示
に
改

修
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
に
は
、

約
20
万
点
の
歴
史
的
資
料
が

あ
り
、
３
階
の
常
設
展
示
室

に
は
そ
の
う
ち
の
約
２
０
０

点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
明

治
・
大
正
時
代
に
発
展
し
た

日
本
の
新
聞
は
、
や
が
て
戦

争
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。
戦

後
、
新
聞
も
再
出
発
し
、
政

治
や
社
会
の
あ
り
方
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
災
害
報
道
で

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。情

報
が
あ
ふ
れ
る
社
会
の

姿
や
新
聞
記
者
の
仕
事
な
ど
、

現
代
の
姿
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
３
階
に
は
全
国

の
新
聞
を
読
め
る
閲
覧
室
が

あ
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
（
日
本

新
聞
博
物
館
）
は
２
０
０
０

年
10
月
、
日
刊
新
聞
発
祥
の

地
・
横
浜
に
開
館
。
16
年
夏

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、

体
験
と
交
流
を
通
じ
て
、
情

戦争特派員の足跡調べる
●
の
●
さ
ん
は
７
月
26
日
、
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
の
ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
（
日
本
新
聞
博
物
館
）
を
訪
れ
ま

し
た
。
企
画
展
「
報
道
写
真
を
読
む
」
を
取
材
し
、
２
階
の
製
作
工
房
で
新
聞
を
つ
く
り
、
戦
争
を
伝
え
る
写

真
や
戦
争
と
動
物
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ニュースパーク（日本新聞博物館）で、毎

日新聞社の特派員が戦時中に撮影した写真を

活用して、新聞づくりをしました。「動物は

どうして戦争に巻き込まれたの？」などの疑

問に記者から答えてもらいました。

なぜ動物が戦場に？
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2025年（令和７年）

７月26日土曜日

●●●●

＝7月26日、横浜・日本大通の日本新聞博物館で


